
金
滞
古
蹟
志
巻
十
六

り。又
土
屋
勘
四
郎
と
い
ふ
も
の
、
香
林
坊
橋
下
に
て
横
死
す
と
て
、
共

の
鍵
を
袋
紳
と
祭
れ
る
よ
し
俗
体
あ
れ
ど
渇
聞
也
。
増
泉
村
の
旦
正

土
屋
踏
に
、
勘
四
郎
義
正
、
承
舷
二
年
以
来
郡
方
支
配
僕
命
相
勘
O

L

後
代
官
御
用
被
=
仰
付
吋
一
然
底
究
文
四
年
五
月
五
日
夜
、
於
a
金
棒
香
林

坊
橋
港
-
震
=
闇
討
-
横
死
。
と
あ
り
o
勘
四
郎
は
土
屋
義
休
が
父
た
り

け
り
。
従
前
石
川
郡
鶴
来
船
岡
の
披
跡
の
麓
往
来
協
に
九
重
の
石
塔

あ
り
。
此
の
塔
は
勘
四
郎
の
供
養
の
潟
に
ー
建
立
す
と
い
ひ
僻
ふ
と
い

へ
ど
も
、
是
も
過
聞
也
。
彼
の
塔
は
石
商
に
、
於
=
石
川
郡
山
内
白
山

村-塞
-v
遺
品
立
石
塔
一
基
-
云
々
。
皆
慶
安
五
壬
反
年
仲
秋
吉
辰
。
と
彫

刻
せ
し
か

E
.
自
飴
の
文
字
詳
伝
ら
宇
。

。
香
林
坊
橋
番
人

此
の
橋
は
、
奮
務
中
は
本
通
り
の
往
来
橋
な
り
と
い
へ

E
も
、
惣
梼

掘
の
橋
梁
な
る
が
故
に
橋
爪
に
橋
番
入
居
住
す
。
今
橋
下
た
る
左
右

の
町
家
二
戸
、
是
従
前
橋
番
人
の
家
た
り
。
町
合
所
留
記
に
載
せ
た

る
元
藤
三
年
拾
子
局
番
の
連
署
K
.
香
林
坊
橋
惣
構
番
人
治
兵
衛
・

長
左
衛
門
。
と
て
雨
人
連
判
せ
り
。

O
小
松
屋
次
郎
兵
衛
侮

四

小
松
屋
次
郎
兵
衛
は
‘
香
林
坊
橋
番
人
御
鹿
屋
治
兵
衛
方
に
借
家
し

居
け
る
慮
、
元
総
十
五
年
白
山
に
登
嶺
し
、
出
家
し
て
澄
隆
と
名
乗

り
、
高
野
山
に
て
白
山
護
摩
堂
の
別
賞
と
成
り
、
貸
代
坊
澄
隆
と
mm

し
‘
白
山
麓
尾
添
村
の
加
賀
宮
及
び
檎
紳
宮
・
天
地
金
銀
宮
三
枇
破

壊
修
遣
を
申
立
て
、
江
戸
へ
出
で
槍
紳
宮
の
本
地
観
音
等
を
持
参

し
、
開
扉
の
事
を
寺
枇
奉
行
へ
申
立
て
、
江
戸
城
内
ま
で
開
腹
し
‘

一
時
共
の
名
を
轟
か
せ
り
。
温
故
遺
文
民
載
せ
た
る
元
職
十
六
年
二

月
町
奉
行
よ
り
穿
鰹
に
付
上
申
書
左
の
如
し
。

就
昌
御
零
-
申
上
候
。

一
、
香
林
坊
橋
番
人
衣
兵
衛
借
家
小
松
屋
次
郎
兵
衛
と
申
者
、
去
年

七
月
白
山
花
而
出
家
仕
、
澄
隆
と
申
候
。
尾
添
村
よ
り
白
山
鑑
賞
品

々
持
参
仕
、
伊
勢
h
参
宮
仕
・
そ
れ
よ
り
高
野
h
罷
越
申
候
慮
、
高

野
よ
り
白
山
麓
殿
堂
別
賞
に
被
a
仰
賃
貸
代
坊
と
坊
競
歩
下
候
。
そ

れ
よ
り
江
戸
b
罷
下
り
、
高
野
名
代
備
を
以
、
白
山
末
枇
金
叙
宮
退

部
仕
、
槍
紳
宮
三
位
加
賀
権
現
破
壊
仕
候
付
.
御
遊
替
を
寺
枇
御
奉

行
所
迄
奉
v
願
候
庭
、
御
奉
行
被
品
開
召
上
-
被
=
仰
渡
-
候
は
‘
御
遊
替
之

儀
は
念
に
は
難
v
需
v
成
儀
陀
候
問
、
右
修
補
之
た
め
、
先
開
帳
願
指
上

可
v
申
由
に
付
、
開
腹
願
指
上
申
候
。
然
底
三
之
御
丸
様
建
御
弱
、
願

雪
一
室
長

7

d 

之
遇
閥
横
御
菟
被
v
鴛
b

成
、
則
江
戸
恭
遊
園
寺
-
開
帳
被
v
露
国
仰
付
-
之

由
承
及
申
候
。
則
賀
代
坊
紳
興
需
=
勤
務
一
蛍
月
十
四
・
五
日
時
分
に
御

営
地
h
参
着
可
v
仕
之
由
申
越
候
。
以
上
。

未

二

月

八

日

続

屋

仁

兵

衛

印

町

御

奉

行

所

就
=
御
尋
-
申
上
候
。

一
、
小
松
屋
次
郎
兵
衛
与
申
者
、
私
借
屋
に
十
ナ
年
之
間
罷
有
候
底

に
、
去
年
六
月
大
関
寺
h
引
越
可
v
申
由
民
而
、
私
手
前
罷
出
申
候
。

右
二
郎
兵
衛
一
門
之
儀
、

一
、
貨
母

一
、
い
も
と

石
川
郡
長
坂
村
六
兵
衛
妻
女

右
六
兵
衛
む
す
め
二
人

石
坂
町
三
浦
や
小
左
衛
門

右
小
左
衛
門
せ
が
れ
笠
人

定
之
遇
承
申
候
。
以
上
。

て
を
ぽ
む
と

一
、
い
と
と

未
二
月
八
日

香
林
坊
御
座
屋
治
兵
衛
印
・

町

御

奉

行

所

右
同
年
二
月
十
一
日
金
揮
に
て
貸
代
坊
の
口
上
書
に
、
拙
借
儀
白
山

麓
尾
添
村
紳
主
共
民
俗
縁
有
v
之
、
則
先
代
白
山
枇
借
貸
代
坊
澄
辰
法

金
滞
古
蹟
志
巻
十
大

印
奮
地
位
寵
在
.
実
池
金
銀
宮
・
精
神
宮
・
賀
寅
宮

=τ
所
枇
堂
及
=
大

破
に
付
、
江
戸
ね
罷
越
御
訴
訟
申
上
度
、
依
v
之
去
秋
高
野
山
h
罷

登
、
背
岸
寺
並
雨
門
主
b
申
建
、
如
=
往
古
-
高
野
末
寺
に
相
改
、
法
書

申
請
云
々
。
と
載
せ
た
り
。
此
の
時
金
津
寺
駐
奉
行
よ
り
零
ね
に
付

き
‘
白
山
長
吏
の
答
書
に
、
寅
代
坊
と
申
す
は
古
坊
鋭
之
由
承
及
候
。

御
蛍
地
町
人
翠
燥
屋
次
郎
兵
衛
与
申
者
、
一
一
陶
年
以
前
剃
髪
仕
‘
貸

代
坊
と
名
乗
、
江
戸
h
罷
越
、
白
山
之
儀
取
持
候
由
一

xhm
。
と
見
b
.

白
山
長
吏
澄
意
が
筆
記
せ
し
白
山
問
答
と
い
ふ
寄
に
も
、
み
す
や
次

郎
兵
衛
と
云
ふ
も
の
.
元
織
の
瞬
年
に
尾
添
村
へ
4
9
り
、
才
琵
を
以

て
江
戸
ま
で
も
俳
佃
し
、
白
山
閲
授
と
続
し
、
尾
添
村
よ
り
三
里
上

の
槍
新
宮
と
い
ふ
に
在
v
之
観
音
の
像
、
共
外
麓
よ
り
も
色
々
・
才
質
せ

し
事
世
上
に
も
知
る
滋
也
。
今
は
尾
添
に
庵
を
立
て
、
白
山
寺
賓
代

坊
と
自
鋭
し
在
v
之
。
と
あ
り
。
按
宇
る
に
‘
小
松
屋
次
郎
兵
衡
を
み

す
や
弐
邸
兵
衡
と
載
せ
た
れ
ば
‘
そ
の
か
み
翠
燦
の
商
費
を
な
し
居

た
る
ゆ
ゑ
、
み
す
や
戎
郎
兵
衛
と
も
呼
ぴ
た
る
た
る
ぺ
し
。

。
買
代
坊
澄
陸
事
時

『
陣
内
，

金
子
有
斐
の
白
山
奥
に
-E
ふ
。
今
尾
添
部
加
費
宮
南
方
。
有
昌
貸
鼓
坊
遣

社
?
背
泰
澄
登
昌
白
山
ι

一E
h
k
。
澄
由
紀
昌
菩
藍
之
帯
二
県
昌
之
貨
基
坊
↓
割
問
・
k

五




